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は高校 3 年生の時に観た『白蛇伝』（藪下泰司演出、1958 年）である。学習院大学を卒業
して、1963 年に東映動画に入社してアニメーターの道を歩み始める。その後、東映動画を
退社し、Aプロダクションに移ると、テレビシリーズ『ルパン三世』（第 1シリーズ）（1971
年 10 月～1972 年 3 月）の途中から高畑勲と共に演出を担当する。テレビシリーズの全編
に渡って演出を担当したのが、『未来少年コナン』（1978 年 4 月～10 月）である。そして、




                                                   
1 以上の『千と千尋の神隠し』に関する情報は叶精二の著書を参照した。叶精二『宮崎駿全
書』、フィルムアート社、2006年、221‐257頁。 




ピュタ』（1986 年）、『となりのトトロ』（1988 年）、『魔女の宅急便』（1989 年）、『紅の豚』
（1992年）、『もののけ姫』（1997年）、『千と千尋の神隠し』（2001年）、『ハウルの動く城』
























































第 1章 宮崎のアニメーションにおける少女・女性キャラクター 
 






























                                                   
1 「天声人語」、『朝日新聞』、1985年 1月 8日、朝刊（1）。 
2 「他作品と一線を画す新しさ アニメ風の谷のナウシカ」、『朝日新聞』、1984年 4月 7
日、夕刊（5）。 
3 切通理作『宮崎駿の〈世界〉』、筑摩書房、2008年、27頁。 














































































































































































































































































































































































                                                   
37 宮崎駿、ささやななえ「魔女の宅急便 等身大の思春期を描きたい」、『キネマ旬報』、第
1015号、キネマ旬報社、1989年 8月、49‐50頁。 









































第 2章 宮崎のアニメーションにおける少年・男性キャラクターと映像分析 
 













































































































                                                   
6 同上、121‐123頁。 


















































































































































































                                                   
17 メッツ、前掲書、114頁。 
18 ボードウェル、トンプソン、前掲書、299頁。傍点は原文のまま。 




































                                                   
20 同上、230頁。 









































































                                                   
25 原口正宏「ディズニーアニメに宮崎駿の息吹きが見えた！」、アニメージュ編『ロマンア
ルバム 映画「紅の豚」GUIDE BOOK』、徳間書店、1992年、77頁。 













































































                                                   


















































































































                                                   
37 同上、117頁。 















































































































第 3章 宮崎のアニメーションにおけるトリックスター 
 

















































































































































































































































































                                                   
18 糸山敏和「宮崎アニメと「おたくアニメ」 「美少女」になれなかった美少女たちのた






















































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                   









































                                                   


































                                                                                                                                                     











































































































































第 4章 宮崎のアニメーションにおける男の物語 
 
第 1節 少年・男性キャラクターと少女・女性キャラクターの関係 

























































































































































































                                                   
6 朴己洙「宮崎駿アニメーションのストーリーテリング戦略」、崔盛旭訳、黒沢清ほか編『日


























































































































成立するという男性中心の構造は、第 2 章第 2 節での分析のように、見た目のショットの
用いられ方からも理解できる。『風の谷のナウシカ』がユパの見た目のショットから始まっ
たように、『崖の上のポニョ』における最初の見た目のショットは、深海を泳ぐイカを見る
                                                   
15 村瀬学「もう一つの「えびす」の物語『崖の上のポニョ』論 「幸」とは何かを問う視












































































                                                   










































































































































































































































                                                   
26 宮崎駿、田中千世子「となりのトトロ 特集 1 日本と自然を描く 宮崎駿監督インタ


































                                                   
28 宮崎駿『出発点〔1979～1996〕』、徳間書店、1996年、505頁 
29 宮崎駿『折り返し点 1997～2008』、岩波書店、2008年、230頁。 
30 例えば、木部則雄が千尋の成長物語を両親との関係に着目して精神分析的に論じている。
木部則雄「「千と千尋の神隠し」に見る少女の成長物語――精神分析の視点から」、『児童





























































                                                   




















































































































































































































『キネマ旬報』、第 940号、キネマ旬報社、1986年 7月。 
『キネマ旬報』、第 944号、キネマ旬報社、1986年 9月。 
木部則雄「「千と千尋の神隠し」に見る少女の成長物語――精神分析の視点から」、『児童心

















































語り続ける教祖である」、『月刊イメージフォーラム』、第 7 巻第 10 号、ダゲレオ
出版、1986年 10月。 



























































宮崎駿『アニメージュコミックス ワイド判 風の谷のナウシカ 1』、徳間書店、1983年。 
宮崎駿『出発点〔1979～1996〕』、徳間書店、1996年。 
宮崎駿「ドイツ・ベルリン映画祭インタビュー 海外の記者が宮崎駿監督に問う、「ものの




宮崎駿『スタジオジブリ絵コンテ全集 2 天空の城ラピュタ』、徳間書店、2001年。 









宮崎駿、田中千世子「となりのトトロ 特集 1 日本と自然を描く 宮崎駿監督インタビュ


































渡辺祥子「ロボットと娘の心温まる友情を描く SF」、『キネマ旬報』、第 939 号、キネマ旬
報社、1986年 7月。 
 
 
 
